
議会だより議会だより

3月議会で決まったこと
　平成27年度一般会計予算  前年度より1億円増の83億円に
　　北保育園建替えに7億7千万円
　議員報酬を下げる
　一般質問　北保育園の建替え予算を縮小せよ
　　　　　　小・中学校でいじめはないか
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3
月
定
例
会
で

決
ま
っ
た
こ
と

3
月
定
例
会
で

決
ま
っ
た
こ
と

・ 一般簡易無線デジタル受信機購入　 　　　　　　　１億１６４２万円
戸別受信機２５００台を購入する。

・ 予防接種　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６８７２万円
感染症予防のため、乳幼児、学童や高齢者に対して、安定的に予防接種の機会を提供
し、安全で有効な予防接種を実施する。

・ 道路の長寿命化　　　　　　　　　　　　　　　　　６０００万円
計画に基づき予防的に修繕することで、道路の長寿命化を図る。

　３月定例会は、3月４日に召集され、24日までの21日間の会期で開
催しました。
　町提出議案は、平成27年度一般会計及び特別会計予算をはじめ、
26年度補正予算など31議案が上程されました。採決の結果、職員
の給与に関する条例の一部改正など6議案が賛成多数、他の議案は
全会一致で可決しました。
　その他、請願１件と陳情１件を審議し、請願１件を採択としました。
　議員提出議案５議案を提出し、２議案を全員賛成で可決、その他の
議案は否決されました。
　委員会提出議案として、大口町議会委員会条例や政務活動費の
交付に関する条例など３議案を提出し、全員賛成で可決しました。
　一般質問は、５議員が町政全般にわたり課題をただしました。

おもな事業平成 27 年 度 の おもな事 業平 成 27 年 度 の おもな事 業平 成 27 年 度 の
継続事業継続事業継続事業

購入するデジタル受信機

道路舗装工事予定の町道小口線（余野地内）
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・ 北保育園整備　　　　　　　　　　　　　　　　  ７億７４１９万円
間伐材を活用した温かみのある木造園舎や地下水を利用した環境にやさしい施設整
備を２か年で行う。

・ 橋の長寿命化　　　　　　　　　　　　　　　　  　　５８６６万円
計画に基づき予防的に修繕することで、橋の長寿命化を図る。

・ 庁舎非常電源設備工事    　　　　　　　　　　　　　２５６１万円
災害発生時等の長期停電に備えるための非常用自家発電気設備の改修を行う。

・ 中央公民館太陽光発電設備工事　　　　　　　　　    ２３８８万円
避難所として利用できるように、太陽光発電設備を設置する。

平成 27 年 度 の平 成 27 年 度 の平 成 27 年 度 の
新規事業新規事業新規事業

改修する役場庁舎の自家発電設備

太陽光発電設備を設置する中央公民館

北保育園完成予定図修繕工事予定の五条橋
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■ここがポイント！
　北保育園建設事業に伴う財源は、県から交付される県支出金、
今まで積み立ててきた基金からの繰入金や町債（財務省や総務
省などからの借り入れ）を計画的に活用しています。

　

歳
入
83
億
円
の
う
ち
、町

が
自
主
的
に
調
達
で
き
る
町

税
や
諸
収
入
な
ど
の「
自
主

財
源
」は
全
体
の
73
％
と
、比

率
が
高
く
、健
全
な
状
態
と

な
っ
て
い
ま
す
。（
図
１
）

【
町
税
の
状
況
】

　

町
税
の
割
合
は
、歳
入
の

62
％
で
、収
入
の
柱
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

法
人
町
民
税
は
、各
企
業

の
業
績
は
上
向
き
傾
向
に
あ

る
も
の
の
、法
人
税
割
の
税

率
が
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と

か
ら
、微
増
と
見
込
ん
で
い

ま
す
。

　

ま
た
、固
定
資
産
税
は
、５

２
５
０
万
円
の
増
額
を
見
込

み
、町
税
の
半
分
以
上
を
占

め
、安
定
し
た
推
移
で
町
の

財
政
基
盤
を
支
え
て
い
ま
す
。

（
表
１
）

前年度より1億円増前年度より1億円増前年度より1億円増
町税は1億2560万円増を見込む

税　目

個人町民税

法人町民税

固定資産税

その他

合　計

27年度

12億7000万円

10億1410万円

26億7233万円

 2億2640万円

51億8283万円

前年度比較

1100万円

6360万円

5250万円

▲150万円

 1億2560万円

表１　町税予算額の比較 （▲は減額を表す）

図1　一般会計歳入（項目別）

これまでの施策の方向性や取り組み
を確認するとともに、私の想いや経験を
伝え、施策方針の策定や予算の編成を行
いました。
そのうえで、事業の振り返りや調整、
取捨選択、そして特定財源の確保に努め
た結果、一般会計83億円、８特別会計約
46億円の総額約129億円の平成27年度
当初予算を上程しました。
本年度は、「地域自治と協働」、「安心
安全」、「土地利用の見直し」を重点に取
り組んでいきます。
未来を担ってくれる子どもたちが、

「このまちに住んでよかった」と思える
ような50年後のまちづくりのために、着
実に施策を進めていきます。

町長施政方針の要点

■自主 財 源　　町が自主的に調達できるお金
■依 存 財 源　　国や県から交付されるお金

■繰　入　金　　基金や他の会計から入ってく
　　　　　　　　るお金
■国庫支出金　　特定事業財源として、国から
　　　　　　　　交付されるお金

町
　
　
税

歳
　
入（
財
源
）

町税
５1億8283万円

６２%

繰入金 2億9662万円 4%

諸収入等
4億2393万円
5%

分担金及び負担金等
１億6034万円 ２%

国庫支出金
6億385万円

7%

各種交付金等
6億1700万円
8%

町債 3億5000万円 4%
県支出金 5億6993万円 7%

地方譲与税等 9550万円 1%

自主財源
73%

依存財源
27%
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その他

議会費

商工費

消防費

衛生費

土木費

教育費

総務費

民生費

10 11 12 13 14 15（万円）0 2 4 6 81 3 5 7 9

　

歳
出
を
性
質
別
に
み
る

と
、義
務
的
経
費
の「
人
件

費
、扶
助
費
、公
債
費（
借
金

返
済
）」は
33
％
で
す
。こ
の

比
率
が
低
い
ほ
ど
、町
独
自

の
施
策
展
開
に
余
力
が
あ
る

と
判
断
さ
れ
ま
す
。

　

投
資
的
経
費
の
普
通
建
設

事
業
に
は
、道
水
路
な
ど
生

活
基
盤
整
備
や
将
来
に
向
け

た
整
備
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。（
図
２
）

　

町
民
一
人
当
た
り
に
使
わ

れ
る
お
金
で
は
、北
保
育
園

建
設
事
業
の
増
額
に
よ
り
、

民
生
費
の
割
合
が
最
も
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、中
央
公
民
館
耐
震

補
強
工
事
や
小・中
学
校
パ
ソ

コ
ン
等
機
器
更
新
が
完
了
し

た
こ
と
に
よ
り
、教
育
費
が

前
年
度
か
ら
大
き
く
減
少
し

て
い
ま
す
。（
図
３
）

83億円を可決83億円を可決83億円を可決
民生費が27％増

平成27年度

会　計　名

国民健康保険

介護保険

公共下水道

後期高齢者医療

土地取得

農業集落家庭排水

社本育英

国際交流

計

27年度

23億9300万円

10億　665万円

 8億6822万円

 2億3852万円

7445万円

3652万円

877万円

699万円

46億3312万円

前年度比較

4億1600万円

▲7284万円

▲5709万円

1210万円

2795万円

966万円

▲26万円

81万円

3億3633万円

図2　一般会計歳出（性質別）図3　町民1人当たりに使われるお金（目的別）
※人口を23,200人で算出

■民生費とは、高齢者、障がい者、保育園などに使われるお金

■扶 助 費　法令に基づき被扶助者に支出される経費
　　　　　　（福祉手当、子ども手当など）
■物 件 費　賃金、旅費、委託料、交際費などの消費的
　　　　　　経費
■補助費等　各種団体への補助金や交付金など
■繰 出 金　基金や他の会計に出すお金

（▲は減額を表す）

歳
　
出（
使
い
み
ち
）

一般会計
予算

※数値は端数調整してあるため、合計が一致しない場合があります。

一般会計
予算

特別会計
予算

27年度

26年度

人件費
１４億4770万円

１7%

扶助費
１0億5719万円

１３%

公債費
２億4206万円

3%物件費
１7億5508万円

２１%

繰出金
１０億3540万円

１３%

補助費等
10億1079万円

１２%

積立金等
2億1087万円

２%

普通建設事業
１５億4091万円

１９%

義務的経費
３３%

投資的経費
１９%

その他の経費
４８%
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問□

答□

答□

問□答□

問□

問□

問□答□答□

答□答□ 問□

問□

答□ 問□

答□ 問□

答□ 問□

特
別
職
報
酬
等
審
議
会

の
意
見
は
。

近
隣
や
世
の
中
の
状
況

な
ど
を
考
慮
し
て
設
定
し
て

い
る
こ
と
に
了
解
し
て
い
る
。

若
い
人
が
議
員
に
な
り

に
く
く
な
る
の
で
は
。

政
務
活
動
費
を
検
討
し

て
い
く
。

何
人
の
職
員
に
ど
の
よ

う
に
影
響
す
る
の
か
。

職
員
１
７
２
人
中
、下

が
る
職
員
は
68
人
。

い
じ
め
及
び
不
登
校
対

策
連
絡
協
議
会
が
今
ま
で
あ

っ
た
が
、今
後
ど
う
な
る
の
か
。

３
月
31
日
で
解
散
し
、

い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議

会
に
置
き
替
わ
る
。

地
域
手
当
３
％
が
つ
い

て
も
給
料
が
下
が
る
職
員
が

い
る
。そ
の
分
は
保
障
す
る
の

か
。

改
正
後
３
年
間
は
保
障

す
る
。い

じ
め
問
題
対
策
連
絡

協
議
会
に
、子
ど
も
の
状
況

が
分
か
る
保
護
者
は
入
っ
て

い
な
い
の
か
。

そ
の
他
必
要
と
認
め
る

者
と
し
て
、第
三
者
的
な
見

方
が
で
き
る
保
護
者
を
想
定

し
て
い
る
。

介
護
予
防
・
日
常
生
活

支
援
総
合
事
業
の
取
り
組
み

は
ど
う
す
る
の
か
。

２
年
間
の
猶
予
の
中
で
、

担
い
手
を
育
成
す
る
な
ど
体

制
を
整
備
し
て
い
く
。

み
な
し
年
少
扶
養
控
除

を
考
慮
し
て
、保
育
料
を
決

め
る
の
か
。

新
制
度
に
従
い
、年
少

扶
養
控
除
を
な
く
す
。全
体

の
13
%
の
人
が
上
が
り
、

7
%
の
人
が
下
が
る
。

２
年
間
と
い
う
短
い
期

間
で
、担
い
手
が
育
つ
の
か
。

専
門
的
な
部
分
は
資
格

を
持
っ
た
ヘ
ル
パ
ー
に
委
ね
、

支
え
る
側
と
な
る
元
気
な
高

齢
者
を
増
や
し
て
い
く
。

平
成
28
年
度
の
見
直
し

に
向
け
、町
民
の
方
に
分
か
り

や
す
い
資
料
が
必
要
で
は
。

説
明
の
仕
方
や
資
料
の

提
示
な
ど
、分
か
り
や
す
い

説
明
資
料
を
考
え
て
い
く
。

議
員
報
酬
、費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関

す
る
条
例 条

例
の
制
定・改
正

議
員
報
酬
の
減
額
。（
P
17
を
参
照
）

町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等

町
職
員
の
給
与
を
、国
家
公
務
員
に
準
じ
た
給
与
に
改
め
る
。

特
定
教
育・保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保

育
事
業
の
利
用
者
負
担
等
に
関
す
る
条
例

子
ど
も・子
育
て
支
援
法
の
施
行
に
伴
い
、利
用
者
負
担
額
や

そ
の
他
必
要
な
事
項
を
定
め
る
。

介
護
保
険
条
例

第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
及
び
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
の

策
定
等
に
伴
い
改
め
る
。

い
じ
め
防
止
等
に
関
す
る
条
例

い
じ
め
の
防
止
等
に
係
る
基
本
理
念
及
び
責
務
を
明
ら
か
に
し
、

防
止
等
及
び
解
決
を
図
る
た
め
の
基
本
的
事
項
を
定
め
る
。
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問□問□問□

答□

答□答□

問□問□答□ 答□答□

問□

問□

答□ 問□

答□

答□ 問□答□ 問□

答□ 問□

北
保
育
園
の
地
下
水
調

査
に
約
１
３
０
０
万
円
の
追

加
執
行
を
流
用
す
る
の
は
い

か
が
な
も
の
か
。

補
正
予
算
を
待
っ
て
い

た
ら
補
助
金
申
請
に
間
に
合

わ
な
い
。

補
正
予
算
や
専
決
な
ど

き
ち
っ
と
し
た
手
続
き
を
す

べ
き
で
は
。

補
正
予
算
を
組
む
の
が

最
も
良
い
が
、契
約
行
為
が

必
要
と
な
る
た
め
、一
刻
も

早
く
事
業
を
進
め
た
い
。

町
道
小
口
線
の
建
設
は
、

今
後
、ど
う
い
っ
た
経
過
を
た

ど
っ
て
い
く
の
か
。

仮
園
舎
の
建
設
見
積
も

り
も
示
さ
れ
ず
、４
１
０
０
万

円
の
支
出
に
賛
成
で
き
な
い

が
。

後
日
、詳
細
図
面
を
報

告
す
る
。

緊
急
に
地
下
水
調
査
委

託
追
加
業
務
費
１
２
８
５
万

円
を
流
用
し
た
が
、工
事
の

遅
れ
に
よ
り
27
年
度
予
算
に

繰
り
越
し
す
る
こ
と
に
、流
用

さ
れ
た
予
算
が
確
保
さ
れ
て

い
る
か
分
か
ら
な
い
が
。

め
っ
た
に
な
い
案
件
で
、

今
後
の
教
訓
と
す
る
。

町
道
小
口
線
、町
道
役

場
前
線
ど
ち
ら
も
用
地
交
渉

を
進
め
、目
途
が
立
ち
次
第
、

実
施
設
計
に
入
っ
て
い
く
。

男
性
は
、80
歳
ま
で
生

き
る
の
が
や
っ
と
で
、敬
老
祝

い
金
を
廃
止
し
て
し
ま
う
の

は
心
苦
し
い
。復
活
で
き
な
い

か
。

男
性
の
平
均
寿
命
も
80

歳
を
越
え
、平
均
寿
命
以
下

の
方
に
敬
老
祝
い
金
を
出
す

と
い
う
の
は
、税
の
使
い
み
ち

と
し
て
は
い
か
が
な
も
の
か

と
考
え
て
い
る
。

廃
止
と
な
る
80
歳
の
方

に
ど
の
よ
う
に
周
知
す
る
の

か
。

広
報
9
月
号
で
周
知
し

て
い
く
。

今
後
、町
と
し
て
ど
の
よ

う
に
敬
老
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
。

敬
老
祝
い
金
は
、ば
ら

ま
き
行
政
の
典
型
と
い
う
指

摘
を
受
け
て
い
た
施
策
で
あ

る
。高
齢
者
福
祉
制
度
の
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
に
財
源
を
配

分
で
き
る
よ
う
見
直
し
す
る
。

80
歳
は
、平
均
寿
命
に

達
し
た
と
い
う
ご
褒
美
で
、85

歳
、90
歳
、95
歳
の
方
を
廃
止

し
て
は
ど
う
か
。

持
続
可
能
な
高
齢
者
福

祉
制
度
を
考
え
、何
か
を
新

た
に
拡
大
し
よ
う
と
思
え
ば

何
か
を
見
直
す
こ
と
に
な
る
。

27
年
度
は
、80
歳
の
方
を
廃

止
し
、85
歳
、90
歳
、95
歳
、

1
0
0
歳
、新
た
に
1
0
0

歳
以
上
の
方
を
対
象
に
実
施

さ
せ
て
い
た
だ
く
。

不
十
分
な
資
料
や
説
明

だ
け
で
、大
き
な
金
額
が
予

算
計
上
さ
れ
て
い
る
。詳
し
い

内
容
が
分
か
ら
な
い
の
で
、住

民
の
方
が
納
得
で
き
る
説
明

を
お
願
い
し
た
い
。

仮
園
舎
の
新
設
か
ら
既

設
園
舎
の
増
築
に
切
り
替
え

る
こ
と
で
、１
か
月
時
間
が

稼
げ
る
。消
防
設
備
な
ど
の

兼
ね
備
え
が
必
要
と
な
り
割

高
に
な
る
が
、建
築
工
事
が

遅
れ
て
し
ま
う
と
補
助
金
申

請
に
も
影
響
が
出
て
し
ま
う
。

よ
り
詳
細
な
資
料
を
議

会
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
、

事
あ
る
ご
と
に
進
み
具
合
や

担
当
課
か
ら
の
申
し
出
で
議

員
全
員
協
議
会
を
開
催
す
る

べ
き
と
考
え
る
が
。

そ
の
都
度
、近
々
の
資

料
や
現
在
の
状
況
な
ど
を
示

し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

議
員
間
討
議
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、敬
老
事
業
の
年
齢
枠
の
見
直
し
や

北
保
育
園
整
備
事
業
の
事
業
費
縮
小
な
ど
の
要
望
が
出
さ
れ
た
。

土
地
取
得
特
別
会
計
補
正
予
算

平
成
26
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
27
年
度

一
般
会
計
予
算

２か年計画で建て替えされる北保育園

﹇
9
号
﹈

﹇
11
号
﹈

﹇
敬
老
事
業
﹈

﹇
北
保
育
園
﹈
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賛否の分かれた議案賛否の分かれた議案賛否の分かれた議案
他の30議案は全員賛成で可決

江

幡

吉

田

柘

植

伊

藤

前

田

大

島

丹
羽（
孝
）

岡
土

田

齊

木

宮

田

酒

井

丹
羽（
勉
）

木

野

倉

知

結

果

議　　　員　　　名

議 　案 　名

（議長は裁決に加わらないため空白）

○＝賛成　　×＝反対

×

×

×

×

×

×

○

○

○

×

×

×

×

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

×

○

○

○

○

○

○

×

×

×

○

○

○

○

○

○

×

×

×

○

○

○

○

○

○

×

×

×

○

○

○

○

○

○

×

×

×

○

○

○

○

○

○

×

×

×

○

○

○

○

○

○

×

×

×

○

○

○

○

○

○

×

×

×

○

○

○

○

○

○

×

×

×

○

○

○

○

○

○

×

×

×

○

○

○

○

○

○

×

×

×

○

○

○

○

○

○

×

×

×

可決

可決

可決

可決

可決

可決

否決

否決

否決

平成26年度一般会計補正予算（第9号）

町議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当
に関する条例の一部改正

町職員の給与に関する条例等の一部改正

町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
利用者負担等に関する条例の制定

平成27年度一般会計予算

平成26年度一般会計補正予算（第11号）

全原発の再稼働の断念を求める意見書

消費税10％への増税の中止を求める意見書

集団的自衛権の行使容認を認めた閣議決定の撤
回を求める意見書

平
成
26
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
９
号
）

（
賛
成
多
数
）

吉
田
　
正

　

今
後
も
十
分
な
説
明
を

し
て
ほ
し
い
。

賛
成
反
対

12 2

反
対
討
論

平
成
26
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
11
号
）

（
賛
成
多
数
）

吉
田
　
正

　

議
会
で
予
算
の
確
保
の

確
認
が
で
き
な
い
以
上
、認

め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

賛
成
反
対

12 2

反
対
討
論

平
成
27
年
度
一
般
会
計

予
算　
　

 （
賛
成
多
数
）

吉
田
　
正

　

行
政
区
交
付
金
は
、消

費
税
が
8
%
に
増
税
に
な

っ
た
時
か
ら
増
額
す
べ
き
。

丹
羽
　
孝

　

限
ら
れ
た
財
源
を
適
正

に
配
分
さ
れ
、公
約
に
掲
げ

た
50
年
後
も
住
ん
で
良
か

っ
た
と
思
え
る
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

賛
成
反
対

12 2

反
対
討
論

賛
成
討
論

町
議
会
の
議
員
の
議
員

報
酬
、費
用
弁
償
及
び
期

末
手
当
に
関
す
る
条
例

（
賛
成
多
数
）

吉
田
　
正

　

若
い
人
が
町
議
会
に
挑

戦
で
き
な
い
。

丹
羽
　
孝

　

議
員
報
酬
の
根
拠
は
、

現
段
階
で
は
職
員
ベ
ー
ス

が
妥
当
。

賛
成
反
対

12 2

反
対
討
論

賛
成
討
論

町
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例　

 （
賛
成
多
数
）

吉
田
　
正

　

賃
金
を
上
げ
よ
と
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
は
言
っ
て
い
る
。

丹
羽
　
孝

　

国
家
公
務
員
に
準
じ
た

給
与
改
定
で
あ
る
。

賛
成
反
対

12 2

反
対
討
論

賛
成
討
論

町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及

び
特
定
地
域
型
保
育
事
業

の
利
用
者
負
担
等
に
関
す

る
条
例　
　
（
賛
成
多
数
）

吉
田
　
正

　

保
育
料
の
据
え
置
き
処

置
を
取
っ
て
ほ
し
い
。

大
島
　
保
憲

　

新
制
度
に
基
づ
き
町
が

所
要
の
整
備
を
図
る
。

賛
成
反
対

12 2

反
対
討
論

賛
成
討
論

討
論
が
あ
っ
た
６
議
案
の
審
議
結
果
は
左
の
と
お
り
で
す
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吉
田
　
正

　

閣
議
決
定
す
る
こ
と
に

よ
り
、日
本
が
紛
争
に
巻

き
込
ま
れ
る
可
能
性
が
あ

る
。

丹
羽
　
孝

　

閣
議
決
定
は
、国
民
の

命
と
平
和
な
暮
ら
し
を
守

る
た
め
に
必
要
な
決
定
で

あ
る
。

反
対
賛
成

12 2

賛
成
討
論

反
対
討
論

委
員
会
提
出
議
案

議
員
提
出
議
案

請
願
・
陳
情

町
議
会
委
員
会
条
例
の
一

部
改
正

改
正
要
旨

・
組
織
機
構
の
見
直
し
に
伴

う
名
称
を
改
め
る
。

・
常
任
委
員
会
委
員
の
任
期

を
２
年
、委
員
長
及
び
副
委

員
長
の
任
期
を
１
年
と
定
め

る
な
ど
。

町
議
会
会
議
規
則
の
一
部

改
正

改
正
要
旨

・
一
般
質
問
の
質
問
方
式
は
、

一
問
一
答
方
式
と
す
る
。

・
質
問
時
間
は
、答
弁
を
含

め
一
人
70
分
と
す
る
な
ど
。

町
議
会
政
務
活
動
費
の
交

付
に
関
す
る
条
例
の
全
部
改

正改
正
要
旨

・
交
付
の
対
象
を
会
派
か
ら

個
人
に
改
め
る
。

・
交
付
方
法
を
一
括
前
払
い

方
式
か
ら
実
費
後
払
い
方
式

に
改
め
る
。

・
政
務
活
動
費
の
情
報
を
公

開
す
る
規
定
を
定
め
る
な
ど
。

提
出
者　

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長　

丹
羽　

勉

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

・
年
金
積
立
金
の
適
正
運
用

の
確
保
に
つ
い
て
の
意
見
書

提
出
者　

岡　

孝
夫

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

・
テ
ロ
に
対
す
る
万
全
の
対

策
を
求
め
る
意
見
書

提
出
者　

江
幡
満
世
志

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

・
全
原
発
の
再
稼
働
の
断
念

を
求
め
る
意
見
書

提
出
者　

江
幡
満
世
志

（
賛
成
少
数
で
否
決
）

・
消
費
税
10
％
へ
の
増
税
の

中
止
を
求
め
る
意
見
書

提
出
者　

江
幡
満
世
志

（
賛
成
少
数
で
否
決
）

・
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容

認
を
認
め
た
閣
議
決
定
の
撤

回
を
求
め
る
意
見
書

提
出
者　

江
幡
満
世
志

（
賛
成
少
数
で
否
決
）

【
請
願
】

・
年
金
積
立
金
の
適
正
運
用

の
確
保
に
つ
い
て
の
請
願
書

請
願
団
体

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会　

愛
知
県
連
合
会

会
長　

土
肥
和
則

紹
介
議
員　

岡　

孝
夫

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

【
陳
情
】

・
国
に
対
し
て
「
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
新
制
度
」
予
算

の
確
保
・
増
額
を
求
め
る
意

見
書
を
提
出
し
て
下
さ
い

陳
情
団
体

愛
知
保
育
団
体
連
絡
協
議
会

会
長　

伊
藤
洋
子（

聞
き
置
く
）

　

昨
年
12
月
に
策
定
し
た
町
議
会
基
本
条
例
を

受
け
て
、町
議
会
委
員
会
条
例
や
町
議
会
会
議

規
則
な
ど
の
改
正
を
３
月
定
例
会
に
提
出
し
、３

議
案
と
も
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

５
件
の
う
ち
２
議
案
を
全
員
賛
成
で
可
決
し
、

国
の
機
関
な
ど
へ
議
会
か
ら
意
見
書
を
送
付
し

ま
し
た
。

　

３
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
１
件
の
請
願
と
１

件
の
陳
情
は
、所
管
の
常
任
委
員
会
で
審
査
し
ま

し
た
。



5議員が質問町政を問う町政を問う
一
般
質
問町政を問う町政を問う

一
　
般

質
　
問

民間企業の倉庫を活用した支援物資の集
積・分配と運送用車両の確保は

民間施設の活用も考えている

平成26年6月定例会（丹羽　勉）

大規模災害時の後方支援活動は
問

答

高山・伊勢志摩など新たな地域の追加は

地域を広げる前提で検討していく

平成25年12月定例会（岡　孝夫）

リフレッシュリゾート施設利用助成制度
問

答

ど
う
な
っ
た 現行施設に加え、島根県松江市、岩手県

遠野市、宮城県南三陸町観光協会の加
盟施設を追加した。

民間企業と協議を進めている。

質問者の満足度

にっこり
近場の施設が追加さ
れれば更に満足。

質問者の満足度

がんばれ
災害はいつやってく
るか分からない。　

おおぐち議会だより　No.202
平成  27年5月1日発行 10

江幡満世志　　住宅リフォーム助成制度を創設せよ　…………………………　Ｐ１１
　　　　　　　北保育園の建替え予算を縮小せよ

宮田　和美　　小・中学校でいじめはないか　…………………………………　Ｐ１２
　　　　　　　北地域に防災センターを

柘植　　満　　子宮頸がん検診にＨＰＶ検査との併用検診の導入を　………　Ｐ１３
　　　　　　　障がい者、高齢者の「代読、代筆専門員の養成」を

丹羽　　孝　　若年女性層減少対策は　…………………………………………　Ｐ１４
　　　　　　　通学路の安全対策は

吉田　　正　　国民健康保険税を一世帯１万円引き下げよ　…………………　Ｐ１５

「一般質問」とは、行財政にわたる議員主導による政策の議論です。（通告順）

し   きゅう けい



昨
年
４
月
に
は
消
費

税
増
税
が
強
行
さ
れ
、

結
果
、実
質
賃
金
は
19
か
月

マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
。小
規
模
事

業
者
な
ど
は
、売
価
に
増
税

分
を
転
嫁
で
き
ず
収
益
減
に

苦
し
ん
で
い
る
。こ
う
し
た

状
況
を
地
域
活
性
化
に
転
嫁

さ
せ
る
た
め
に
、住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
助
成
制
度
の
創
設
を
さ

ら
に
要
望
す
る
が
。

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

制
度
が
商
工
業

の
振
興
と
い
う
こ
と
で
あ
れ

ば
、事
業
者
の
方
々
の
姿
勢
、

そ
れ
を
後
押
し
す
る
商
工
会

の
姿
勢
が
大
事
に
な
る
。そ

う
い
う
中
で
、町
と
し
て
何

が
で
き
る
の
か
を
検
討
し
て

い
く
こ
と
が
順
序
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。

　

生
活
支
援
の
交
付
金
あ
る

い
は
、地
方
創
生
交
付
金
の

措
置
は
、消
費
の
低
迷
か
ら

景
気
浮
揚
の
き
っ
か
け
と
し

て
国
が
実
施
す
る
も
の
で
、

本
町
は
、よ
り
多
く
の
住
民

の
方
々
が
利
用
で
き
る
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
を
発
行
す
る
。

12
億
円
を
超
え
る
園

舎
建
替
え
工
事
な
の

に
、図
面
や
資
料
が
議
会
や

住
民
へ
の
説
明
も
な
く
、全
て

が
不
十
分
な
中
で
新
年
度
予

算
を
計
上
し
て
い
る
。ま
た
、

入
り
母
屋
造
り
、一
文
字
瓦
葺

き
の
園
舎
は
、あ
ま
り
に
も

豪
華
す
ぎ
る
。屋
根
の
軽
量

化
は
、地
震
に
も
強
く
、予
算

も
削
減
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。少
し
立
ち
止
ま

っ
て
考
え
て
ほ
し
い
が
。

北
保
育
園

整
備
基
本

計
画
に
基
づ
き
、地
元
の
企

業
所
有
の
森
林
か
ら
の
木
材

を
活
用
し
て
補
助
金
を
も
ら

い
な
が
ら
、取
り
組
ん
で
い
る
。

瓦
は
、耐
用
年
数
を
考
え
て

検
討
し
た
。ま
た
、こ
れ
ま
で

の
保
育
園
に
は
な
い
施
設
も

含
ま
れ
て
い
る
の
で
、単
純
に

木
造
建
築
だ
か
ら
予
算
が
増

え
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は

な
く
、母
子
通
園
や
子
育
て
支

援
等
を
含
め
た
た
め
に
予
算

規
模
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

江
幡

江
幡

副
町
長

健
康
福
祉
部
長

一
　
般

質
　
問

北保育園の建替え予算を縮小せよ
部長 北保育園整備基本計画に基づいている

【その他の質問】
　建造物の耐震補強は大丈夫か問□

北保育園完成予想図

江
幡
満
世
志

江幡満世志

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
を
創
設
せ
よ

副
町
長 
事
業
者
の
方
や
商
工
会
の
姿
勢
が
大
事

おおぐち議会だより　No.202
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小・中学校でいじめはないか
部長 重大ないじめは発生していない

宮
田
和
美

一
　
般

質
　
問

川
崎
市
で
中
学
生
殺

人
事
件
が
発
生
し
た
。

な
ぜ
、誰
も
気
づ
く
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
の
か
。こ
ん
な

事
件
が
起
き
な
い
よ
う
公
園

や
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
防
犯
カ
メ

ラ
を
設
置
で
き
な
い
か
。

防
犯
カ
メ

ラ
は
、グ
ラ

ウ
ン
ド
や
公
園
だ
け
で
な
く

主
要
道
路
な
ど
を
含
め
た
公

共
的
空
間
に
設
置
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
、
地
域
の

方
々
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が

ら
、カ
メ
ラ
設
置
の
必
要
性

を
協
議
し
て
い
き
た
い
。

町
内
の
小
・
中
学
校

で
い
じ
め
は
な
い
か
。

本
町
で
は
、

重
大
な
い

じ
め
は
発
生
し
て
い
な
い
。

い
じ
め
と
ふ
ざ
け
の

境
は
ど
の
よ
う
に
判

断
し
て
い
る
か
。

い
じ
め
と

ふ
ざ
け
の

判
断
は
、行
為
を
受
け
た
児

童
生
徒
が
す
る
こ
と
で
あ
っ

て
、そ
の
行
為
を
ど
の
よ
う

に
感
じ
て
い
る
か
と
い
う
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。家
庭
、地

域
、学
校
が
強
い
つ
な
が
り
の

中
で
、日
ご
ろ
か
ら
子
ど
も

た
ち
と
関
わ
り
を
持
っ
て
、小

さ
な
変
化
に
気
づ
い
て
あ
げ

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考

え
る
。

東
日
本
大
震
災
に
代

表
さ
れ
る
地
震
、御

嶽
山
の
噴
火
、広
島
の
大
雨

な
ど
と
い
っ
た
自
然
災
害
で
、

日
本
各
地
で
大
き
な
被
害
が

出
て
い
る
。

　

町
内
の
北
地
域
、特
に
国

道
41
号
東
側
に
は
公
的
な
施

設
が
な
く
、万
一
の
災
害
に

備
え
て
防
災
セ
ン
タ
ー
を
作

っ
て
ほ
し
い
が
。

さ
つ
き
ケ

丘
防
災
セ

ン
タ
ー
は
、国
の
防
災
関
係

交
付
金
で
整
備
を
行
い
、建

物
名
称
に
制
限
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、「
さ
つ
き
ケ
丘
防
災

セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
名
称
に

な
っ
て
い
る
。行
政
区
に
あ
る

学
習
等
共
同
利
用
施
設
や
コ

ミ
ユ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
同
様
、

各
行
政
区
の
地
域
拠
点
施
設

と
し
て
整
備
し
た
も
の
で
あ

る
。他
の
行
政
区
の
学
共
や

区
民
セ
ン
タ
ー
も
、災
害
時

に
地
域
の
防
災
拠
点
と
し
て

活
用
で
き
る
よ
う
進
め
て
い

る
。

宮
田 

宮
田 

宮
田 

宮
田 

地
域
協
働
部
長

生
涯
教
育
部
長

生
涯
教
育
部
長

地
域
協
働
部
長

【その他の質問】
　江南丹羽環境管理組合の
　生ごみの減量の取組み
　防災センターの利用方法は

問□

問□

宮田和美

北
地
域
に
防
災
セ
ン
タ
ー
を

部
長 

学
共
な
ど
を
地
域
の
防
災
拠
点
と
し
て

活
用
で
き
る
よ
う
に
進
め
て
い
る

おおぐち議会だより　No.202
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Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
と
の
併
用
検
診
の
導
入
を

部
長 

受
診
率
の
向
上
を
最
優
先
に
考
え
て
い
く

子
宮
頸
が
ん
検
診

①
が
ん
検
診
受
診
率

向
上
の
取
り
組
み
は
。

②
子
宮
頸
が
ん
は
、Ｈ
Ｐ
Ｖ

感
染
が
原
因
と
さ
れ
る
。細

胞
診
検
査
だ
け
で
は
見
落
と

さ
れ
や
す
い
の
で
、Ｈ
Ｐ
Ｖ
検

査
と
の
併
用
検
診
の
導
入
を
。

③
中
学
校
の
学
校
健
康
診
断

に
合
わ
せ
て
、ピ
ロ
リ
菌
検
査

の
導
入
の
考
え
は
。

④
認
知
症
予
防
対
策
と
し
て
、

早
期
発
見
へ
の
取
り
組
み
は
。

⑤
認
知
症
の
自
己
診
断
が
で

き
る
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
作
成

し
、町
民
へ
の
啓
発
を
進
め
て

は
。

①
無
料
ク

ー
ポ
ン
券

や
啓
発
な
ど
の
取
り
組
み
に

加
え
、子
宮
頸
が
ん
と
乳
が

ん
検
診
、骨
密
度
測
定
が
同

時
に
実
施
で
き
る
機
会
を
計

画
し
て
い
く
。

②
国
の
検
証
結
果
を
見
守
り
、

検
診
受
診
率
の
向
上
を
最
優

先
に
考
え
て
い
く
。

③
国
の
研
究
事
業
を
注
視
し

て
い
く
。

④
生
活
機
能
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
を
活
用
し
て
、疑
い
の
あ
る

方
を
把
握
し
、予
防
教
室
の

案
内
や
啓
発
な
ど
を
し
て
い

る
。

⑤
広
報
へ
の
掲
載
や
介
護
保

険
の
納
付
通
知
書
に
チ
ラ
シ

を
同
封
す
る
な
ど
、幅
広
く

周
知
を
図
っ
て
い
く
。

地
域
生
活
支
援
事
業

の
意
思
疎
通
支
援
は
、

社
会
参
加
へ
の
機
会
の
確
保

や
共
生
社
会
へ
の
実
現
に
重

要
な
支
援
で
あ
る
。高
齢
化

社
会
に
向
け
、代
読
、代
筆
専

門
員
の
養
成
が
必
要
で
は
。

今
後
、
高

齢
者
が
増

え
て
く
る
こ
と
に
対
し
て
、

現
在
支
援
を
行
っ
て
い
る

方
々
へ
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
で
き

る
支
援
と
、支
援
者
の
す
そ

野
を
広
げ
る
こ
と
が
今
後
の

課
題
と
考
え
検
討
し
て
い
く
。

柘
植

柘
植

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

一
　
般

質
　
問

柘
植
　
満

「ＨＰＶ検査」とは
発がん性HPVのグループ13種類に感染して

いるかどうかを、遺伝子レベルで検出する検査。

代読、代筆専門員の養成を
部長 スキルアップ支援とすそ野を広げる努力をする

柘植　満

障がい者、高齢者

おおぐち議会だより　No.202
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若年女性層減少対策は
部長 総合計画にダウンサイジング策
　  を示していく

丹
羽
　
孝

一
　
般

質
　
問

本
町
の
将
来
人
口
予

測
は
。２

０
４
０
年
に
２

万
２
８
０
４
人
、

2
0
1
0
年
と
比
較
し
３
５

８
人
増
と
想
定
。

人
口
は
増
加
し
て
い

る
が
、若
年
女
性
の

推
移
は
。

10
年
前
と
比
較

し
４
９
２
人
減

の
２
３
４
３
人
、２
０
０
２
年

以
降
減
少
傾
向
が
続
い
て
い

る
。

生
産
年
齢
人
口
減
に

よ
り
将
来
が
心
配
。

若
年
女
性
層
の
減
少
対
策
は
。

作
成
中
の
総
合

計
画
で
は
、人
口

減
少
時
代
に
対
応
し
、ゆ
る

や
か
な
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ

策
を
示
す
こ
と
が
不
可
欠
と

考
え
て
い
る
。

上
小
口
地
区
の
大
規

模
宅
地
開
発
で
短
期

的
に
教
育
環
境
、予
算
に
大

き
な
影
響
が
出
て
く
る
。対

策
は
。

児
童
増
は
北
小

学
校
の
現
状
施

設
で
対
応
し
、園
児
増
は
北
保

育
園
の
建
替
え
で
対
応
で
き

る
。一
時
的
な
増
加
で
あ
り
、

過
大
な
施
設
と
な
ら
な
い
よ

う
配
慮
し
て
い
る
。

２
月
に
交
通
事
故
死

が
２
件
発
生
し
て
い

る
。事
故
再
発
防
止
対
策
は
。

交
通
安
全

推
進
協
議

会
か
ら
緊
急
ア
ピ
ー
ル
を
新

聞
チ
ラ
シ
で
配
布
し
た
。横

断
禁
止
呼
び
か
け
看
板
や
歩

道
橋
へ
の
横
断
幕
を
設
置
し

て
い
く
。中

学
生
の
自
転
車
通

学
の
状
況
は
。

学
校
ま
で

の
距
離
が

概
ね
２
㎞
以
上
の
約
２
５
０

人
の
生
徒
が
、学
校
指
定
の

コ
ー
ス
を
通
学
し
て
い
る
。平

成
26
年
度
に
は
、2
月
末
現

在
、交
通
事
故
は
４
件
あ
っ
た
。

自
転
車
安
全
利
用
五

則
は
利
用
さ
れ
て
い

る
か
。

中
学
生
に

対
し
年
度

当
初
や
学
期
末
に
安
全
指
導

を
し
て
い
る
。小
学
生
へ
は
適

宜
安
全
指
導
し
て
い
る
。

上
小
口
の
遊
技
場
周

辺
の
北
小
通
学
路
の

安
全
対
策
は
。歩

車
分
離
歩
道

整
備
や
信
号
機

の
設
置
を
行
っ
た
。今
後
、通

学
児
童
数
の
増
加
が
想
定
さ

れ
る
の
で
、通
学
路
の
変
更

も
含
め
、学
校
や
地
区
と
相

談
し
安
全
施
設
の
整
備
を
進

め
る
。

町
民
の
安
全
意
識
向

上
の
た
め
、庁
舎
ホ

ー
ル
な
ど
に
交
通
安
全
・
事

故
情
報
を
掲
示
し
て
は
。

庁
舎
内
に

交
通
事
故

か
所
図
を
掲
示
し
て
い
る
。

警
察
か
ら
情
報
が
得
ら
れ
た

も
の
か
ら
で
き
る
だ
け
公
表

し
て
い
き
た
い
。

丹
羽

丹
羽

丹
羽

丹
羽

丹
羽

丹
羽

丹
羽

丹
羽

丹
羽

総
務
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

地
域
協
働
部
長

地
域
協
働
部
長

生
涯
教
育
部
長

建
設
部
長

生
涯
教
育
部
長

丹羽　孝

通
学
路
の
安
全
対
策
は

部
長 

学
校
や
地
区
と
相
談
し
対
策
を
講
じ
て
い
く

交
通
安
全

0.0
20.0
40.0
60.0
80.0
100.0
120.0
140.0

1994 1999 2004 2009 2014 2020 2025 2030
1994年総人口18697人、若年女性人口2845人
2014年総人口22485人、若年女性人口2343人

総人口
若年女性

町総人口と若年女性人口推移
1994年を100として
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①
表
に
あ
る
よ
う
に
、

滞
納
の
７
割
が
２
０

０
万
円
未
満
の
世
帯
に
な
る
。

所
得
の
少
な
い
世
帯
ほ
ど
国

民
健
康
保
険
税
を
軽
減
す
べ

き
で
は
。

②
国
民
健
康
保
険
税
は
、所

得
の
高
い
世
帯
ほ
ど
負
担
率

が
低
い
。例
え
ば
、１
億
円
の

世
帯
で
は
、０
．８
１
％
の
負

担
率
に
な
る
が
。

③
国
の
新
年
度
予
算
に
計
上

さ
れ
る
保
険
者
支
援
金
を
活

用
し
て
、国
保
税
を
一
世
帯

１
万
円
引
き
下
げ
よ
。

①
国
民
健

康
保
険
税

は
、相
互
扶
助
の
性
格
を
持

つ
医
療
保
険
で
あ
る
た
め
、

所
得
の
少
な
い
方
に
も
、法

令
に
基
づ
い
て
軽
減
さ
れ
た

最
低
限
の
保
険
税
を
負
担
し

て
い
た
だ
く
。

②
国
民
健
康
保
険
制
度
は
、

法
や
条
例
に
基
づ
い
て
行
わ

れ
て
い
る
の
で
、そ
の
点
は
平

等
で
あ
る
。

③
国
保
制
度
改
革
は
、本
年

１
月
か
ら
２
月
に
か
け
、国

の
審
議
会
で
協
議
・
了
承
さ

れ
た
。３
月
３
日
の
閣
議
決

定
を
経
て
、現
在
、通
常
国
会

に
関
連
法
案
が
提
出
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。こ
の
間
、国

の
制
度
改
革
の
動
向
を
注
視

し
て
き
た
が
、予
算
編
成
の

日
程
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、

新
年
度
予
算
に
は
反
映
し
て

い
な
い
。

吉
田

健
康
福
祉
部
長

一
　
般

質
　
問

吉
田
　
正

一世帯１万円引き下げよ
部長 負担増にならない保険税の設定に努める

【その他の質問】
　精神障害者保健福祉手帳２級の人にもタクシー助成を
　防犯灯の地元負担をなくせ
　母子家庭世帯等に対する援助を充実せよ

問□
問□
問□

吉田　正

国民健康保険税

0円
50万円
100万円
150万円
200万円
250万円
300万円
350万円
400万円
450万円
500万円
550万円
600万円
650万円
700万円
750万円
800万円
850万円
900万円
950万円
1000万円

50万円
100万円
150万円
200万円
250万円
300万円
350万円
400万円
450万円
500万円
550万円
600万円
650万円
700万円
750万円
800万円
850万円
900万円
950万円
1000万円

925 
317 
457 
321 
229 
176 
112 
78 
48 
41 
49 
25 
24 
17 
12 
12 
5 
6 
4 
3 
40 

2,901 

48 
13 
17 
14 
9 
8 
3 
1 
2 
0 
0 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
0 
0 
0 
0 

121 

5.2 
4.1 
3.7 
4.4 
3.9 
4.5 
2.7 
1.3 
4.2 
0.0 
0.0 
4.0 
4.2 
5.9 
8.3 
8.3 
20.0 
0.0 
0.0 
0.0 
0.0 
4.2 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
合　計

所得の範囲(円) 加入世帯数
①

滞納世帯数
②

滞納世帯の割合(％)
②/①×100
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千里山・佐井寺図書館前で
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2/16（月）
2/17（火）

会派の政務活動報告
〈
公
明
党
〉マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
導
入
セ
ミ
ナ
ー
　
大
阪
市

〈
誠
真
ク
ラ
ブ
〉マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
導
入
セ
ミ
ナ
ー
と

　
　
　
　
　
　
　
　
木
造
複
合
施
設
を
視
察
　
吹
田
市

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
と
は

　

納
税
の
公
平
性
・
透
明
性

を
高
め
る
こ
と
や
年
金
の
受

給
手
続
き
の
簡
略
化
を
す
る

た
め
、国
民
一
人
ひ
と
り
に

番
号
を
つ
け
管
理
す
る
も
の

で
す
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は

　

ナ
ン
バ
ー
法
の
基
本
的
な

考
え
方
、個
人
情
報
保
護
条

例
や
伊
丹
市
の
先
進
事
例
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

受
講
し
て

　

現
行
シ
ス
テ
ム
の
改
修
、制

度
理
解
へ
の
職
員
研
修
の
実

施
や
個
人
情
報
保
護
対
策
の

検
討
が
必
要
に
な
っ
て
く
る

と
思
い
ま
し
た
。（

柘
植　

満
）

木
造
複
合
施
設
の
千
里

山・佐
井
寺
図
書
館
で
は

　

吹
田
市
に
は
、８
つ
の
図
書

館
が
あ
り
、そ
の
中
の
千
里

山
・
佐
井
寺
図
書
館
は
、木
造

複
合
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
資
料

検
索
や
予
約
が
で
き
、受
け

取
り
や
返
却
が
ど
の
図
書
館

で
も
で
き
ま
す
。ま
た
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

拠
点
施
設
に
も
な
っ
て
い
て

活
発
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

視
察
を
終
え
て　

　

木
造
複
合
施
設
の
建
物
は
、

景
観
や
心
地
よ
さ
が
あ
る
反

面
、光
熱
費
や
外
壁
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
費
用
が
高
く
な
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。今

後
、本
町
が
取
り
組
む
複
合

施
設
の
あ
り
方
を
研
究
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

し
た
。

（
土
田　

進
）

問□答□

問□答□

問□答□問□答□

法
人
町
民
税
の
資

本
準
備
金
と
資
本
積
立

金
の
違
い
は
。

資
本
準
備
金
は
、

資
本
金
に
繰
り
入
れ
な

い
不
測
の
事
態
に
備
え

る
も
の
。資
本
積
立
金

は
、資
本
に
繰
り
入
れ

な
い
も
の
。

町
提
出
の
３
議
案
を
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

3
月
３１
日

条
例
の
改
正

税
条
例
等
、都
市
計
画
税
条
例

国
民
健
康
保
険
税

条
例

今
ま
で
の
や
り
方

と
ど
う
変
わ
る
の
か
。

今
ま
で
の
や
り
方

で
資
本
金
と
準
備
金
の

大
き
い
方
で
判
断
す
る
。

地
方
税
法
の
施
行

令
は
、ど
う
し
て
も
従

わ
な
い
と
い
け
な
い
か
。

政
令
の
規
定
に
、

従
わ
な
い
と
い
け
な
い
。

１
億
円
以
上
の
所

得
の
方
に
、も
っ
と
負
担

し
て
も
ら
え
ば
い
い
の

で
は
。あ

く
ま
で
条
例
に

基
づ
い
て
い
る
。

平
成
２7
年
度
第
2
回
臨
時
会

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、法
人
町
民
税
均
等
割
の

税
率
適
用
区
分
の
見
直
し
、土
地
に
係
る
固
定
資
産

税
の
負
担
調
整
措
置
の
延
長
や
都
市
計
画
税
の
負
担

調
整
措
置
の
延
長
及
び
軽
自
動
車
税
の
税
率
引
上
げ

時
期
の
延
期
に
よ
る
所
要
の
整
備
を
図
る
。

国
民
健
康
保
険
の
財
政

基
盤
の
安
定
を
図
る
。



中央公民館集会室の様子

新設された「ひよこルーム」（乳幼児室）

図書館（改修前）

図書館（改修後）
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　人権擁護委員の任期が平成27年９月30日

で満了となることに伴い、同氏の推薦をする

ため意見を求められたので、議会は町の推薦

どおり適任としました。

　任期は、３年です。

　

ア
ス
ベ
ス
ト
撤
去
工
事
や
外
壁
断
熱
工
事
の
追
加
、臨
時
図

書
館
の
設
置
な
ど
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
り
、請
負
契
約
金
額
を

５
２
７
７
万
４
２
０
０
円
追
加
し
、６
億
９
６
７
７
万
８
２
０
０

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

３
月
定
例
会
に
お
け
る
議

案
第
６
号
に
て
平
成
２７
年
５

月
１
日
よ
り
議
員
報
酬
が

減
額
さ
れ
る
こ
と
が
決
定

し
ま
し
た
。

委員の紹 介

人権擁護委員（新任）
増子  皓一  さん
（全員賛成）

中
央
公
民
館
等
耐
震
補
強
改
修

工
事
請
負
契
約
の
変
更（
全
員
賛
成
）

リニューアルした中央公民館と図書館を視察

議
員
報
酬
の

減
額

　 現　行
４１４，０００円
３３４，０００円

３１３，０００円

３０３，０００円
９００，０００円

報酬月額
　 改定後
３８９，０００円
３２１，０００円

３０６，０００円

２９２，０００円
８８５，０００円

    減　額

▲２５，０００円
▲１３，０００円

  ▲７，０００円

▲１１，０００円
▲１５，０００円

議 　 　 　 長
副 　 議 　 長
常 任 委 員 長
議会運営委員長
議 　 　 　 員
( 参 考 ) 町 長

　議員全員は、３月10日に、間もなく耐震改修工事が完了する中央公民館と図書館の視察をしました。



まちの
元気者
まちの
元気者

手続きは簡単です！
役場3階で住所と名前を書くだけ

6月定例会予定

議

長

委
員
長

副
委
員
長

委

員

倉
知
敏
美

丹
羽
　
孝

伊
藤
　
浩

吉
田
　
正

前
田
新
生

岡
　
孝
夫

齊

木
一
三

発
行
責
任
者

議
会
広
報
常
任
委
員
会

会議録が閲覧できます
http://www.town.oguchi.aichi.jp
/2741.htm

６月 ２日(火) 提案説明
６月 ８日(月) 質疑・委員会付託
６月１０日(水) 総務建設常任委員会
６月１２日(金) 文教福祉常任委員会
６月１６日(火) 一般質問
６月１７日(水) 一般質問
６月２２日(月) 討論・採決

表紙の写真
見て見て、お母さん。
先生や友達と一緒に、いっぱ
いいっぱい練習したんだよ。
お父さん、お母さん、先生、

=3月27日　西保育園で

発
行
／
大
口
町
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
常
任
委
員
会

議
会
だ
よ
り
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

〒
４
８
０
-０
１
４
４
 愛
知
県
丹
羽
郡
大
口
町
下
小
口
七
丁
目
１
５
５
番
地

T
EL（
0587）95

-1702（
直
通
）　
 FA
X
 95
-1454

議
会
だ
よ
り

疲れ解消

ラジオ体操で元気はつらつ

取材を終えて
　ラジオ体操は、無理なく手軽にできるため、最
良の健康づくりといえます。皆さんの元気印を見
て、私も早速参加することにしました。

（前田新生）

♪　ラジオ体操を始めたきっかけは？

　地域の婦人会の集まりで、誰ともなく「健康
づくりを始めたいね」との声から、３年前から
行っています。

♪　どんな様子で行っていますか？

　集会所前の広場で、正月を含め１年中、毎朝
６時半からラジオ放送に合わせて、7、８人が集
まって行っています。広場の前には、田や畑が
広がり、春には梅の花、秋には黄金色の稲穂を
見ながら楽しく行っています。

♪　ラジオ体操の効果は？

　夏の暑い日、冬の寒い日も元気よく体操をし
ているため、体が軽くなった、疲れなくなった、
生活のリズムがとれ体調が良くなったという声
があります。
　また、体操の前後のおしゃべりが楽しみとい
う声もあります。

♪　町や議会への要望がありましたら？

　ラジオ体操は、ラジカセがあれば手軽にでき
ます。健康づくりのために行っているので、時
には地域で体力測定ができたらと思います。

ラジオ体操の様子

参加者の皆さん

3 月
定
例
会
N
o.202

平
成
2
7
年
5
月
1
日

─大御堂　女性グループ─

寄
付
行
為
の
禁
止

おおぐち議会だより　No.202
平成  27年5月1日発行

議
員
は
お
祭
り
の
と
き
な
ど
に

お
金
を
寄
付
し
た
り
、お
酒
な
ど
を

届
け
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

有
権
者
が
求
め
て
も
い
け
ま
せ
ん
。

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

議
員
は
お
祭
り
の
と
き
な
ど
に

お
金
を
寄
付
し
た
り
、お
酒
な
ど
を

届
け
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

有
権
者
が
求
め
て
も
い
け
ま
せ
ん
。

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

寄
付
行
為
の
禁
止
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	02_おおぐち議会だより202号
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